
感染症情報 ３月４日～１０日 

①感染性胃腸炎 

④伝染性紅斑 

②溶連菌感染症 

③RSウイルス感染症 

⑤咽頭結膜熱 

１,４０５例（堺市   ７７例） 

５８６例（堺市   ８４例） 

２２５例（堺市  ２２例） 

 ８３例（堺市   ４例） 

７１例（堺市   ９例） 

 感染症報告数は前週比６．４％増の２，５８９件であった。 
 

 報告数の第１位は感染性胃腸炎で、以下溶連菌感染症、RSウイ 
 

ルス感染症、伝染性紅斑、咽頭結膜熱の順であった。 
 

 感染性胃腸炎は府下で前週比７％増、堺市は２１％減であった。 
 

溶連菌感染症は府下で７％増、堺市で４５％増であった。RSウイル 
 

ス感染症は府下で１４％増、堺市で１８例→２２例であった。伝染性 
 

紅斑が府下で３％減、堺市で２例→４例となった。咽頭結膜熱が府 
 

下で２５％減、堺市では８例→９例であった。 
 

 インフルエンザは府下で前週１,３８１例→今回９６４例となった。 
 

３０％減で定点当たりの報告数は４．５７→３．１８となり、引き続き大 
 

阪府全ブロックで減少が続いている。堺市では前週１４５例→今回 
 

８３例となった（４３％減）。 
 

 麻疹の報告が府下で今回３例あり（堺市はなし）。麻疹の年始か 
 

らの府内累計報告数は１０７例となった。風疹も府下で同８例あっ 
 

た（こちらも堺市はなし）。風疹の府内累計報告数は８２例となった。 

インフルエンザ ９６４例（堺市   ８３例） 

府下小児科１９９医療機関（堺市１９）から 

府下インフルエンザ定点３０３医療機関（堺市２９）から 


